
　
10
月
号
は
、
旧
芦
野
町
で
教
員
を

務
め
た
井
上
孝
三
郎
を
紹
介
し
ま
す
。

　
井
上
は
、
元
治
元
年
に
寺
宿
村

（
両
郷
）
の
浄
法
寺
健
蔵
・
み
つ
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
明

治
16
年
3
月
、
茨
城
県
小
学
初
等

科
教
員
検
定
に
合
格
す
る
と
、
同

年
4
月
か
ら
、
久
慈
郡
槇
野
地
小

学
校
（
茨
城
県
大
子
町
・
現
在
閉

校
し
「
お
や
き
学
校
」
と
し
て
校

舎
が
活
用
さ
れ
て
い
る
）
訓
導
と

な
り
、
教
師
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。
同
18
年
に
、
交
代
寄
合

旗
本
芦
野
氏
旧
臣
・
井
上
男
七
郎

の
娘
婿
と
な
り
家
督
を
相
続
す
る

と
、
同
20
年
か
ら
大
田
原
尋
常
小

学
校
、
同
21
年
10
月
か
ら
は
芦
野

尋
常
小
学
校
で
勤
務
し
ま
し
た
。

井
上
が
芦
野
尋
常
小
学
校
に
異
動

し
た
年
の
12
月
に
は
、
現
在
の
御

殿
山
駐
車
場
に
同
校
の
洋
風
校
舎

が
新
築
さ
れ
、
新
築
記
念
と
し
て

勝
海
舟
の
書
「
志
在
千
里
」
等
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
36
年
3
月
、
井
上
は
16
年

務
め
た
芦
野
尋
常
小
学
校
を
離
れ

る
と
、
富
岡
尋
常
小
学
校
訓
導
兼

校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。（
2

代
目
校
長
）
井
上
は
富
岡
地
区
の

住
民
と
の
関
係
も
良
好
で
、
同
校

勤
続
15
年
の
時
に
は
、
富
岡
地
区

の
住
民
か
ら
銀
杯
を
贈
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
正
9
年
、
長
年
教
育
に

従
事
し
た
こ
と
を
う
け
勲
八
等
瑞

宝
章
を
受
章
し
、
栃
木
県
知
事
か

ら
は
硯
箱
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

翌
10
年
に
は
富
岡
地
区
の
住
民
と

協
力
し
て
、
現
在
の
富
岡
自
治
公

民
館
の
地
に
小
学
校
を
新
築
移
転

さ
せ
る
と
、
同
12
年
に
退
職
し
ま

し
た
。
退
職
後
も
昭
和
3
年
か
ら

芦
野
町
会
議
員
を
務
め
る
な
ど
、

教
育
、
政
治
の
分
野
で
長
年
芦
野

町
を
支
え
ま
し
た
。
こ
の
功
績
を

後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
昭
和
14
年

に
富
岡
尋
常
小
学
校
校
舎
敷
地
内

に
「
謝
恩
碑
」
が
建
立
さ
れ
、
現

在
も
そ
の
石
碑
は
遺
さ
れ
井
上
の

功
績
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
井
上
は
人
柄
が
温
厚
だ
っ
た
よ

う
で
、「
清
ら
か
に
香
る
梅
の
花
」

の
よ
う
な
人
だ
っ
た
と
称
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
俳
句
が
趣
味
で
、

蘆
華
吟
社
に
属
し
、二
松
、江
山
樓
、

有
三
、
戯
柳
な
ど
の
俳
号
で
活
躍

し
ま
し
た
。
明
治
42
年
に
刊
行
さ

れ
た
『
現
今
俳
家
人
名
辞
書
』
に

は
「
春
雨
や
古
に
し
奈
良
の
物
静
」

が
、
大
正
3
年
刊
行
の
『
現
代
全

国
俳
人
名
簿
』
に
は
「
猪
突
そ
が

敗
因
と
な
り
歌
か
る
た
」
が
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
井
上
が
行
っ
た
明
治
〜
大
正
期

の
教
育
活
動
が
、
現
在
の
那
須
町

の
教
育
の
礎
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
　
那
須
歴
史
探
訪
館
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気
温
が
低
く
な
り
、
大
気
中
の
湿
度

も
下
が
り
始
め
る
時
期
に
な
っ
た
。
秋

特
有
の
澄
ん
だ
空
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
広

が
る
雲
、
そ
の
隙
間
を
縫
っ
て
、
ほ
ぼ

ま
ん
丸
の
月
が
く
っ
き
り
と
浮
か
ん
だ
。

十
五
夜
の
9
月
17
日
、「
中
秋
の
名
月
」

が
夜
空
に
輝
く
▼
一
年
の
中
で
月
が
最

も
美
し
く
見
え
る
季
節
に
な
っ
た
。
十

五
夜
の
お
月
見
は
平
安
時
代
に
貴
族
の

娯
楽
と
し
て
広
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の

後
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
庶
民
に

広
ま
り
、
秋
の
収
穫
祭
と
と
も
に
楽
し

ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
▼
現
在
で
も
私

た
ち
は
、
月
や
収
穫
物
に
ち
な
ん
だ
も

の
を
食
べ
た
り
、
お
供
え
し
て
お
月
見

を
楽
し
ん
で
い
る
。
丸
い
形
を
し
た
団

子
は
満
月
を
連
想
さ
せ
、
月
に
収
穫
の

感
謝
を
表
す
。
稲
穂
に
見
立
て
た
ス
ス

キ
は
災
い
な
ど
か
ら
収
穫
物
を
守
り
、

翌
年
の
豊
作
を
願
う
。
芋
や
柿
な
ど
旬

の
農
作
物
を
お
供
え
し
収
穫
に
感
謝
す

る
▼
花
瓶
に
ス
ス
キ
を
差
し
、
皿
に
団

子
を
並
べ
、
竹
ざ
る
に
芋
を
飾
る
。
月

を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
パ
シ
ャ
リ
と
撮
る
。

「
う
ん
、
よ
し
」
美
し
い
月
を
愛
で
る
気

持
ち
、
収
穫
へ
の
感
謝
や
翌
年
の
豊
作

を
祈
願
す
る
気
持
ち
は
、
長
い
月
日
が

経
っ
た
今
も
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
▼

お
月
見
に
は
十
五
夜
の
ほ
か
に
「
十
三

夜
」
が
あ
り
、
十
五
夜
の
次
に
美
し
い

月
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
リ
ー
ン
、リ
ー

ン
と
聞
こ
え
て
く
る
虫
の
音
や
涼
や
か

な
秋
の
風
に
包
ま
れ
、
季
節
の
移
ろ
い

を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
夜
空
を

見
上
げ
て
み
よ
う
。
10
月
15
日
の
「
十

三
夜
」
を
楽
し
み
に
待
つ
。

しゅうかちゃんは…
たくさん食べて元気に育ってね！

「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時募集
しています。詳しくは企画政策課広報広聴係
（☎72-6935）まで。

佐藤　柊花ちゃん
さとう　　      しゅうか

赤ちゃんこんに
ちは

町の世帯と人口
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・世帯数  10,822世帯 (+    25)
・人口     23,796人    （+      8）
　    男 11,878人（+  2）
　    女 11,918人（+  6）

出生           6 人   (+    4)
死亡         31 人 ( ‒    7)
転入         78人 ( +    1)
転出         45人 ( ‒  46)
その他      増減なし

（ 9 月 1 日現在・住民基本台帳）( ) の数字は前月比

井上孝三郎（1864-1945）

那
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那須の歴史

再発見

か
っ
こ
う

「謝恩碑」建立時の
記念写真

令和5年2月生まれ

広報那須がスマートフォンなどで読むことができます


